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	応用
	抗原情報
	背景
	デキャッピングは、一般的なmRNA分解および制御されたmRNA分解における重要なステップです。この遺伝子によってコードされるタンパク質はデキャッピング酵素です。このタンパク質と別のデキャッピング酵素はデキャッピング複合体を形成し、ナンセンス変異を介した分解因子hUpf1と相互作用し、未熟終結コドンを含むmRNAにリクルートされる可能性があります。このタンパク質はTGF-βシグナル伝達経路にも関与しています。この遺伝子の選択的スプライシングは、複数の転写産物バリアントをもたらします。[RefSeq提供、2014年2月]、機能：通常のmRNAターンオーバーとナンセンス変異を介したmRNA分解の両方において、mRNAの分解に必要です。mRNA分子から7-メチルグアニンキャップ構造を除去し、5'リン酸化mRNA断片と7m-GDPを生成します。 TGFB1刺激後、標的遺伝子の転写活性化に寄与する。,類似性：DCP1ファミリーに属する。,細胞内局在：プロセッシングボディ（PB）では主に細胞質に局在する。TGFB1処理後、核内に局在する。核への移行はSMAD4との相互作用に依存する。,サブユニット：EDC3、DCP2、DDX6、EDC4/HEDLSと複合体を形成し、この複合体内でEDC3と直接相互作用する。DCP1B、UPF1、SMAD4と結合する。XRN1やLSM1など、mRNA分解に関与するタンパク質を含む細胞質複合体の一部である。PNRC2と相互作用する。,組織特異性：心臓、脳、胎盤、肺、骨格筋、肝臓、腎臓、膵臓で検出される。,
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	DCP1A抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SMIFポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

